
山武市の行政評価の取組について

平成31年２月13日



山武市の概況

平成18年3月27日に成東町、山武町、蓮
沼村、松尾町の3町1村が合併し山武市が
誕生。

千葉市や成田国際空港まで約10～30㎞、
都心まで約50～70㎞の距離にあり、地勢は

大別して九十九里海岸地帯とその後背地と
しての沖積平野及び丘陵地帯で構成。

○面積： 146.77 ㎢
○人口： 52,231人

（Ｈ27.10.1現在、国勢調査人口）
【参考】合併時：60,143人

（H18.4.1住民基本台帳人口）
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山武市の行政評価システム
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（３）行政評価システムの適用範囲

行政評価システムを、マネジメントを行うための基盤的な考え方として定着させるために、行政改革の視
点だけではなく、『政策管理』、『財政管理』の側面も適用範囲としています。

① 総合計画の進行管理

② 資源配分（施策枠予算に基づく予算編成、事業評価結果による予算反映）

③ 業務改善（成果指標や活動指標に基づく改善）

（２） 目的

山武市では、下記を目的に自治体経営革新のツールである行政評価システムを 平成19年度から試行し、
平成21年度から本格実施しています。

また、「行政評価」の結果を活用した「施策枠予算編成」の取組を、平成21年度予算編成から本格導入し
ています。

① 総合計画に基づいた成果重視の事業実施を行う

② 行政資源の効率的配分とその効率的活用を可能とする基準づくり

③ 職員の意識改革を促進し、コスト意識、マネジメント意識を醸成する

④ 市民への説明責任を果たす

⑤ 総合計画の策定とそれに伴う進捗状況（達成度）を評価し、次の計画に活かす

⑥ 不要な事業、無駄な事業を“削減・縮小・廃止”することを狙う

（１） 導入背景

3町1村合併に伴い、『新市』として共通の考え方となるマネジメントの仕組みの構築の必要性



山武市における行政評価システム体系
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総合計画の施策体系と評価単位

政策（6）

施策（29）

基本事業（120）

事務事業（約800）

貢献

貢献

基本事業の目的を実現するための最も具体的な手段

施策実現のための手段

政策実現のための手段

貢献

目的

手段 目的

手段 目的

手段

[施策・基本事業評価]
施策・基本事業の目標達成状況
は成果指標で把握し、その原因
を分析・評価することで、今後の
方向性を検討します。

[事務事業評価]
事務事業の活動内容や成果状
況を把握し、事業成果や施策・
基本事業への貢献度から事業
の改善案を検討します。

・まちづくり
報告書

・事務事業評価
報告書

①

②

③

評価単位 評価結果の公表

まちづくりで取り組む方向性

①施策は、上位の政策を実現するための具体的手法（手段）であり、下位の基本事業の目的となっています。
②基本事業は、上位の施策を実現するための具体的手法（手段）であり、下位の事務事業の目的となっています。
③事務事業は、上位の基本事業の目的を達成するための最も具体的な手段となっています。



現在までの取組①
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１. 毎年4月に進め方を組織確認（行政評価自体のＰＤＳ）

毎年、庁議メンバーが進め方を承認し、全庁マネジメントシステムとして機能させる

上記庁議において、当年度の進め方変更点を説明し、承認（行政評価自体のＰＤＳ）

 4月に「山武市行政評価システムの導入推進の考え方」を更新し、庁議承認

 4月に「マネジメントの進め方説明会」で、職員周知と庁内説明責任
「行政評価」「予算編成」「人事評価」「行革」における当年度の進め方を同時開催で説明

昨年度に実施した施策から事務事業までの評価結果概要を報告

行政経営(行政評価、人事評価、予算）に関する成果指標推移を報告
(行政評価自体のＰＤＳ）

全庁マネジメントシステム運用のために・・・

事務局体制・・・行政評価推進事務局(企画政策課、財政課、総務課（人事））



現在までの取組②
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２. ２つの評価タイミングの明確化でＰＤＳサイクル推進へ

スプリングレビュー（前年度の実績評価）
①施策・基本事業評価

②事務事業評価

サマーレビュー（評価に基づく次年度計画策定）
①実施計画事業の事前評価

②新規・大型・突発・大幅増減事業の事前評価

施策別成果動向の
市長報告（部長）を実施

各施策に反映

３. 施策枠予算編成の導入(予算の重点化）

施策ごとに一般財源枠を設定し、メリハリをつけた資源配分の実施

職員のコスト意識、マネジメント意識の醸成

４～６月

７～９月

※第2次総合計画(H31～）では、より重点化のため、『基本事業』で重点枠を設定予定



現在までの取組③
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４. 市民・議会への成果指標による説明責任の推進

総合計画（施策・基本事業評価）の成果進捗状況を、

「山武市の業績報告書」として、市民に分かりやすいかたちで毎年秋に公開

まちづくり報告書（総合計画 成果指標進捗書）の発行

※１ 担当課による成果指標値把握と成果状況原因分析
※２ 事務局による記述内容ヒアリングの実施

（総合計画上の課題の確認と説明責任向上）
※３ まちづくり報告書は、成果指標値推移をグラフで明示

事務事業成果指標に基づく各種計画書・報告書の発行
「実施計画書」 ・・・・・・・・・・・・①施策体系毎に構成 ②成果指標計画値を公開

「主な事業の成果説明書」・・ ①款項目毎に構成 ②成果指標実績値を公開

「事務事業評価報告書」・・・・・①施策体系毎に構成 ②成果指標実績値を公開



現在までの取組④
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６. まちづくりアンケートによる成果指標の取得(毎年）

16歳以上の市民3,000人を無作為抽出

アンケートによる客観的な評価を実施

「行政経営ＡＳＰ（クラウド情報システム）」を導入し、財務会計システムとのデータ連携により、
下記の行政資料を自動生成し、職員の事務負担を軽減

５. 経営情報のデータ統合化による各課の事務負担軽減

施策 基本事業管理一覧表

策

施策 対象 施 の意図 方法 今 の取 みの方 性

0. 件 2 .3 件 4.5 4. 件 取 ○

罪発 数 全体 し 減少傾 に る 盗
。 ー ゛
げ も 思 れる し し 一

本地 栄 では 加し いる こ も 区別
析） 成果 上余 は小 い

向 一
り引 続 注視し 今後も 記基 事 を積
に推 進 てい 。特に本地・ 栄地 に重 を置

－ ％ .0 ％ 0 0 0. ％ ケー △

本事業 成果 、 ぼ着 に伸 が これが
安が いと 市 感 には がっ いな 。

理由 し は、振込 詐欺 どの たな な の
に る し い 考 られる。女性や

齢 安が増 いる。
成果向上余地はある。

果が 民感 に がる う 、 民に しわ り
く 正 な情 提供 実施 るととも みせるパ ロ
な Ｐ を工夫する。

方法 今 の取 みの方 性

－ ％ .6 ％ 50 0 0. ％ ケー ○

況 アンケ 結 間 のま り 明るく
っ

分析
因 が効 を して ると

事 事業 貢献）
地 今後 で重 的項 を集 的に 発す ことで

 目標 に近 ける と 可能

実施 る啓 事業 、さ 成 向 な
余地 ある 思 れる め発 的に継続する。 成
方向 増大， ス 方向 維 ＞

－ ％ 0 7 ％ 0 0 0. ％ ケー ○

況 ア
ど 携帯さ が

層 分析）
因 ーを 布し こ が

果 表し いる 思 れる （ 分 ）
地：大き 対策を 記 実施 た め、これ以上の

 余地 小さい

護者 対す 啓 事業 、 施 き 可能 が
り 果向 の余 はあ 。 Ｔ 、 児保護者に対す

。
＜成果 向 増大，コ ト 向 維持＞

00 ％ 0 ％ 1 0 0 ％ 取 ○

況 年
通 た活 行 自 会が 半を

。
因 防犯グ 提供 ど ト ー 援

熱 な自 会か の相 効果 出て
た のと われ 。

犯パ ロ ルは 施 れる と 重 そ
、 、 ー

や犯 情報 提供 どき 細かく支援する。＜ 果
向 維持 コ ト 向 維持＞

04 か
所

5 ･
か
所

5 0 2 0 ･
か
所

取 △

況 地 の
であ が かけ み １ 番で６ 箇所
増 させ いる。

因：組織 合に り地 防犯 進員
廃止 た と 原因

： 質 働し いる 態 の指標 再設定する
と、

 現在の 期 標値 達成 難しく、
 1 0 所に たい。

推進 に代 るも と て 地 パ
ロー に な方 防犯 ラ テ アリーダー し 養

す 。か こ １ ０番 予算 （ ネ 明 に限
あ ため 的 置 検 する。
成果 向：増大，コ ト 向：維持＞

灯・道 照明灯・街路灯
設置基数

3 基 ,0 0 基 250 基 5 0 基 8 0 6 0 基 取 ○

況 防犯 を１ 基 工会 路灯 ２ 基
。

因 防犯灯 設置は 治会 通じ 助を
て るが 地 での 犯意識 高ま
設 に向けて積 的に 動さ るこ
が 因

地：予算 許せば向 余 はある

成 ６ １ ． ８ 度の カ を重 強化 年と
け 毎年 ０ 基 設予 、引 続き補助 続する。
エ タ プ ２ 切替
成果 向：増大，コ ト 向：増大＞

番 警察署の充足度 3 5 ％ － ％ .6 ％ 0 0 0. ％ ケー △

況 満 計
差 囲と われ 。 況は 年前
何 わ て ない 統計誤 ）

因：交番・警 要 を す も設置
れ かっ こ が 因

地：県の 応次第 あり、 んと い ない

き き県 要望

資料2

年度 年度

 
目 値

 
目 値

民
犯施設 整備 れてい

る
犯施設の整備充

実

年度
 

標値

施策 成果指標
8 度

8 度

境 化 施策名称  
標値6 度

画 か
（ 年度 現状 の分 ）

画 か
平成 年度 状値 分析）

行政経営ASP（ｸﾗｳﾄﾞDB）

施策・基本事業
評価

事務事業
評価

財務
会計

システム

予算・決算

①財源内訳
②事業費内訳
③款項目コード

自動
生成

①まちづくり報告書

②事務事業評価報告書

③決算に係る主な事業の成果説明書

④議会向け予算説明資料

⑤実施計画書



行政評価活用のためのポイントと課題
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 予算、決算、目標管理等の通常マネジメントで
各課に活用されるような仕組みにすること
(行政評価のためにやらない）
また、

活用しやすくすること（帳票の連携・自動生成等）

 上記の通常マネジメントでの活用のために、
企画、財政、人事部門が連携して取り組むこと

 成果指標を意識した事務の執行への理解は
進んでいるが、下記が今後の課題
①成果指標値向上への課題解決力
②課題解決への職員能力開発と動機づけ
③限られた資源配分への市民の理解促進

ポイント

課 題



10

ご清聴ありがとうございました。

山武市
総務部企画政策課
政策・シティセールス推進係

電話：０４７５（８０）１１３２


